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1: ＣＯＣ+事業の目的、ＧＯＡＬ 

【目的】 

 地方創生の中心となる「ひと」の地方への集積 
     ※文部科学省HPより 

【ＧＯＡＬ】 

 ■地域への就職率向上 

【対象】 

 42件（東京･埼玉･神奈川･愛知･大阪を除く道県） 
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2: 群馬県における現状  
    ※群馬県労働政策課推計 

大学･短大進学者の43%が県内就職 

大学･短大進学者の就職イメージ図 
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3: ＣＯＣ＋事業推進体制 
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共愛学園 
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明治学院大 

上武大 
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大学 

COC 財団等 
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NPO2団体 

群馬大 

県立女子大 

県立県民 

健康科学大 

前橋工科大 

健康福祉大 

東洋大板倉 

医療福祉大 

大学 自治体 産業界 協力校 
協
定 

学生への広報 
各種イベント誘客 

就職先確保 
雇用創出 

UIJﾀｰﾝ促進 

社会連携教育 
ｲﾝﾀｰﾝ・寄付講座 
人材要件研究 

地域産業人材育成 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ人材育成 
ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ人材育成 

首都圏 

拠点校 勢多農林高 
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4: 学内事業推進の核 

「KYOAI GLOCAL PROJECT」 

COC+ 

 

GGJ 

 

AP 

 

地域 

世界 自分 

ＧＧＪ事業 Ｈ24年度採択（5ヵ年事業） 

（経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援） 
 

 

1：大学のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化、教育課程の国際通用性向上 
 

 留学支援体制強化、ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ・ｷｬｯﾌﾟ制度導入 
 

2：Global Career Training 副専攻の設置 
 

 

 
  

 

 

 

 

語学 実践 理論 

スキル 

ＡＰ事業 Ｈ26年度採択（6ヵ年事業） 

 

1：アクティブ・ラーニング（AL）の推進 
 

 Ｈ28年度AL導入率82% 

 学生の主体性を育成 

 →自己評価システム導入(Kyoai Career Gate) 

 初年次学修支援「ラピタデスク」設置 
 

 

 

2：学修成果の可視化 
 

 学修成果指標「共愛12の力」、学修到達度測定 

 ツール「共愛コモンルーブリック」策定 
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5: ＣＯＣ＋教育カリキュラム 

地域力 

 

 

自分力 

 

 

実践力 

 

 

× × 
19科目 

必修1科目 
(選択必修含む) 

6科目 

 
(選択必修含む) 

6科目 

必修4科目 
(選択必修含む) 

Regional Career Training 副専攻 
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｢地域力｣
育成 
1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 

地域社会学 

 
【群馬県寄附講座】 

群馬を知る 

 
【前橋市寄附講座】 

前橋市を考える 

 
環境政策 

 
ボランティア実習 

 
【自治体連携】 

地域実践演習Ⅰ-Ⅴ 

 
【自治体連携】 

Regional Project 

Work A 
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2 

 

 

2 

 

 

2 

 

2 

 

 
各2 

 

 

2 

 

群馬の人と思想 

 
群馬の産業と社会 

 
群馬の言葉と子供 

 
地域史研究 

 
【自治体連携】 

地域実践演習Ⅵ 

 
【自治体連携】 

Regional Project 

Work B 

2 

 

2 

 

2 

 

2 

 

 

2 

 

 

2 

 

 

地域と子ども 

 
【自治体連携】 

Regional Project 

Work C 

 

2 
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地域のことを座学・体験学習
により理解を深めていく 7 



｢地域力｣
育成 

Regional Project Work⇒限界集落の課題に向き合う 
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｢地域力｣
育成 

前橋市を考える⇒前橋市各部署の職員による講義 
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｢自分力｣
育成 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 

【履修必修】 

キャリア・ 

プランニングⅠ 

 
コミュニケーショ
ン技法 

 

 

2 

 

 

 

2 

【履修必修】 

キャリア・ 

プランニングⅡ 

 
キャリア・ 

プランニングⅢ 

 
ビジネスコミュニ
ケーション 

 

2 

 

 

2 

 

 

2 

 

 

【履修必修】 

キャリア・ 

プランニングⅣ 

 

4 

社会に出る前の準備、自己分
析を通して自分理解を深める 

キャリア・プランニングの必修化 
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｢自分力｣
育成 

ｷｬﾘｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅠ⇒ 大学卒業後の自分を想像する 
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｢自分力｣
育成 

ｷｬﾘｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅢ⇒ 企業人による課題解決演習 
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ｷｬﾘｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅣ⇒ OB/OGとの交流によりｷｬﾘｱを考える 

｢自分力｣
育成 
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｢実践力｣
育成 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 

 

【寄附講座】 

企業人オムニバス 

 
取材インターン
シップ 

 

 

 

2 

 

2 

 

【自治体企業連携】 

長期インターン
シップ 

 

 

12 

 

 

 

 

 

【自治体連携】 

インバウンド人材
育成PRG 

 
インターンシップ 

 

 

4 

 

 

4 

社会か関わることを通して実
践力を磨いていく 

3種のインターンシップを準備 
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長期ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ⇒ 4ヶ月間の企業での実践ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

｢実践力｣
育成 
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企業人オムニバス⇒ 企業経営者の実体験に基づく講義 

｢実践力｣
育成 
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6-1: 地元定着促進に向けた課題 

そもそも、なぜ県外就職を希望するのか？ 

→希望企業が県外、やりたい仕事優先、 

 親元離れ自立したい、実家に帰りたい 

就職先を選ぶときに何を重視しているか？ 

→①勤務時間・休日、②業務内容、③会社の雰囲気 

 ④給与・昇給・昇格、⑤福利厚生 

一方、就職後数年でUターンする学生も少なくない 

企業は数多くあり、どう行動すべきか悩んでしまう。
大手就活ｻｲﾄは広告という宿命のため首都圏情報に偏る 
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6-2: 地元定着に向けた取組み 

■学生は目にする｢to C企業｣以外の企業情報はあ
まり知らない 
■情報が溢れ取捨選択が容易でない。情報があっ
たとしても一方的な広告による企業発信情報 

■安易に県外就職を決めてしまい結果として1-2

年後にUターンとなるミスマッチ就職がある 

学生と企業の接点強化を図ることが 

企業への理解を深め、ミスマッチ就職も防止する 
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業界セミナー⇒県内140社が集う企業研究会 

リアル 
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ぐんま未来創生ﾌｫｰﾗﾑ⇒群馬県との共催によるイベント 

リアル 
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ぐんま若者ｼｺﾞﾄｰｸ⇒上毛新聞共催、1年生向けイベント 

リアル 
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ぐんまｼｭｰｶﾂnet⇒学生目線の企業取材&県内就活情報 

web 
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就活手帳⇒大学3年後期から使える就活特化手帳 

【参加校/高崎商科大学の取組】/ﾂｰﾙ 
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UIJターンイベント→首都圏学生向け群馬企業説明会 

【参加校/明治学院大学の取組】/ｲﾍﾞﾝﾄ 
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7-1: 数値目標進捗【地元就職率】 

目標 

(H31) 

 

60.0

% 

H26 

 
49.5

% 

H28 

 
82.0

% 

H26 

 

66.7

% 

目標 

(H31) 
 

76.7

% 

H28 

 

51.4
% 

4大学合計 共愛 
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7-2: 数値目標進捗【インターンシップ数】 

目標 

(H31) 

 
140人 

H26 
 

45人 

H28 

 
71人 H26 

 

30人 

目標 

(H31) 

 
95人 

H28 

 
77人 

4大学合計 共愛 
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